
(57)【要約】

基板表面から導電材料を除去するための研磨組成物及び

方法が提供される。一態様においては、組成物は、酸ベ

ースの電解液系と、１種以上のキレート化剤と、１種以

上の腐食防止剤と、１種以上の無機酸塩又は有機酸塩と

、１種以上のpＨ約３～約１０を与えるpＨ調整剤と、研

磨粒子、１種以上の酸化剤、及びその組合せより選ばれ

た研磨促進材料と溶媒とを含んでいる。該組成物は、電

極を含むプロセス装置において導電材料層がその上に形

成された基板を配置するステップと、該電極と基板との

間に該組成物を供給するステップと、該電極と該基板と

の間に電位差を与えるステップと、該導電材料層から導

電材料を供給するステップとを含む導電材料除去プロセ

スに用いることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 表 面 か ら 少 な く と も 導 電 材 料 を 除 去 す る た め の 組 成 物 で あ っ て 、
　 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 １ 種 以 上 の キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 １ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 と ；
　 １ 種 以 上 の 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 １ 種 以 上 の pＨ 約 ２ ～ 約 １ ０ を 与 え る pＨ 調 整 剤 と ；
　 研 磨 剤 粒 子 、 １ 種 以 上 の 酸 化 剤 、 及 び そ の 組 合 せ よ り 選 ば れ た 研 磨 促 進 材 料 と ；
　 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 前 記 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 が 、 リ ン 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 硫 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 過 塩 素 酸 ベ ー
ス の 電 解 液 、 酢 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組
成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 が 、 ア ミ ン 基 、 ア ミ ド 基 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 ジ カ ル ボ キ
シ レ ー ト 基 、 ト リ カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ た １ つ 以 上
の 官 能 基 を 有 す る 化 合 物 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 が 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 ヘ キ サ ジ ア ミ ン 、 ア ミ ノ 酸 、 エ チ レ
ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 コ ハ ク 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 酢 酸
、 ア ジ ピ ン 酸 、 酪 酸 、 カ プ リ ン 酸 、 カ プ ロ ン 酸 、 カ プ リ ル 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 グ リ コ ー ル 酸
、 ギ 酸 、 フ マ ル 酸 、 乳 酸 、 ラ ウ リ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 マ ロ ン 酸 、 ミ リ ス チ ン 酸
、 パ ル ミ チ ン 酸 、 フ タ ル 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 ピ ル ビ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 、 吉 草 酸 、 及 び そ
の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 が 、 １ つ 以 上 の ア ゾ ー ル 基 を 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 １ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 が 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、
ト リ ア ゾ ー ル 、 及 び ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 イ ミ ノ 基 、 カ ル ボ キ シ 基 、 メ ル カ プ ト 基 、
ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル 基 で 置 換 さ れ た 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ
ゾ ー ル 、 ト リ ア ゾ ー ル の 誘 導 体 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ５ 記 載
の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 １ 種 以 上 の 該 無 機 塩 又 は 有 機 塩 が 、 有 機 酸 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 有 機 酸 の カ リ ウ ム 塩 、 又
は そ の 組 合 せ を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 １ 種 以 上 の 該 無 機 塩 又 は 有 機 塩 が 、 シ ュ ウ 酸 ア ン ミ ニ ウ ム 、 ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 コ
ハ ク 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 一 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 二 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 三 塩 基 性
ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 ア ン ミ ニ ウ ム 、 コ ハ ク 酸 カ リ ウ ム 、 シ ュ ウ 酸
カ リ ウ ム 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 １ 種 以 上 の 該 pＨ 調 整 剤 が
　 有 機 カ ル ボ ン 酸 、 無 機 強 酸 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ た １ 種 以 上 の 酸 ；
　 リ ン 酸 塩 含 有 成 分 ；
　 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ た １ 種 以 上 の 塩
基 ； 又 は
そ の 組 合 せ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 該 研 磨 剤 が 、 無 機 研 磨 剤 、 ポ リ マ ー 研 磨 剤 、 又 は そ の 組 合 せ を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 組
成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 １ 種 以 上 の 該 酸 化 剤 が 、 ペ ル オ キ シ 化 合 物 、 ペ ル オ キ シ 化 合 物 の 塩 、 有 機 ペ ル オ キ シ ド
、 硫 酸 塩 、 硫 酸 塩 の 誘 導 体 、 最 高 酸 化 状 態 で 元 素 を 含 有 す る 化 合 物 、 及 び そ の 組 合 せ の 群
よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 組 成 物 が
　 全 組 成 物 容 量 に 対 し て 約 １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ （ wt.％ ） の 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 １ .０ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 該 pＨ 調 整 剤 と ；
　 約 ０ .０ ０ １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ の 研 磨 剤 粒 子 と ；
　 残 量 の 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 酸 化 剤 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 １
２ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 該 組 成 物 が
　 全 組 成 物 容 量 に 対 し て 約 １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ の 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 約 ０ .０ ０ １ ％ ～ 約 ５ .０ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ ％ 容 量 又 は 重 量 の 該 pＨ 調 整 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 酸 化 剤 と ；
　 残 量 の 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 該 組 成 物 が
　 約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 と ；
　 約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン と ；
　 約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と ；
　 約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム と ；
　 約 ２ ～ 約 ６ 容 量 ％ の pＨ 約 ５ を 得 る た め の 水 酸 化 カ リ ウ ム と ；
　 約 ０ .１ ～ 約 ０ .１ ５ 重 量 ％ の シ リ カ 研 磨 剤 と ；
　 脱 イ オ ン 水 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 約 ０ .４ ５ 容 量 ％ の 過 酸 化 水 素 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 該 組 成 物 が
　 約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 と ；
　 約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン と ；
　 約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と ；
　 約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム と ；
　 約 ２ ％ ～ 約 ６ 容 量 ％ の 、 pＨ 約 ５ を 与 え る 水 酸 化 カ リ ウ ム と ；
　 約 ０ .４ ５ 重 量 ％ の 過 酸 化 水 素 と ；
　 脱 イ オ ン 水 と ；
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を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 基 板 を 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、
　 導 電 材 料 層 が そ の 上 に 形 成 さ れ た 基 板 を 第 一 電 極 と 第 二 電 極 を 備 え て い る プ ロ セ ス 装 置
内 に 配 置 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 基 板 が 該 第 二 電 極 と 電 気 接 触 し た 状 態 に あ る 、 前 記 ス
テ ッ プ と ；
　 該 第 一 電 極 と 該 基 板 と の 間 に 研 磨 組 成 物 を 供 給 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 該 研 磨 組 成 物 が
　 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 １ 種 以 上 の キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 １ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 と ；
　 １ 種 以 上 の 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 １ 種 以 上 の pＨ 約 ２ ～ 約 １ ０ を 与 え る pＨ 調 整 剤 と ；
　 研 磨 剤 粒 子 、 １ 種 以 上 の 酸 化 剤 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ た 研 磨 促 進 材 料 と ；
　 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 前 記 ス テ ッ プ と ；
　 該 第 一 電 極 と 該 第 二 電 極 と の 間 に 電 位 差 を 与 え る ス テ ッ プ と ；
　 該 導 電 材 料 層 か ら 導 電 材 料 を 除 去 す る ス テ ッ プ と
を 備 え て い る 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 該 電 位 差 を 該 基 板 に 与 え て ア ノ ー ド 溶 解 を 約 ０ .０ １ ミ リ ア ン ペ ア /cm 2 ～ 約 １ ０ ０ ミ リ
ア ン ペ ア /cm 2 の 電 流 密 度 で 開 始 す る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 が 、 リ ン 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 硫 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 過 塩 素 酸 ベ ー
ス の 電 解 液 、 酢 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 が 、 ア ミ ン 基 、 ア ミ ド 基 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 ジ カ ル ボ キ
シ レ ー ト 基 、 ト リ カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ た １ つ 以 上
の 官 能 基 を 有 す る 化 合 物 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 が 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 ヘ キ サ ジ ア ミ ン 、 ア ミ ノ 酸 、 エ チ レ
ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 コ ハ ク 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 酢 酸
、 ア ジ ピ ン 酸 、 酪 酸 、 カ プ リ ン 酸 、 カ プ ロ ン 酸 、 カ プ リ ル 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 グ リ コ ー ル 酸
、 ギ 酸 、 フ マ ル 酸 、 乳 酸 、 ラ ウ リ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 マ ロ ン 酸 、 ミ リ ス チ ン 酸
、 パ ル ミ チ ン 酸 、 フ タ ル 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 ピ ル ビ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 、 吉 草 酸 、 及 び そ
の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 が 、 １ つ 以 上 の ア ゾ ー ル 基 を 有 す る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 １ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 が 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、
ト リ ア ゾ ー ル 、 及 び ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 イ ミ ノ 基 、 カ ル ボ キ シ 基 、 メ ル カ プ ト 基 、
ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル 基 で 置 換 さ れ た 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ
ゾ ー ル 、 ト リ ア ゾ ー ル の 誘 導 体 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ２ ３ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 １ 種 以 上 の 該 無 機 塩 又 は 有 機 塩 が 、 有 機 酸 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 有 機 酸 の カ リ ウ ム 塩 、 又
は そ の 組 合 せ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 １ 種 以 上 の 該 無 機 塩 又 は 有 機 塩 が 、 シ ュ ウ 酸 ア ン ミ ニ ウ ム 、 ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 コ
ハ ク 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 一 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 二 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 三 塩 基 性
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ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 ア ン ミ ニ ウ ム 、 コ ハ ク 酸 カ リ ウ ム 、 シ ュ ウ 酸
カ リ ウ ム 、 そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ る 、 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 １ 種 以 上 の 該 pＨ 調 整 剤 が
　 有 機 カ ル ボ ン 酸 、 無 機 強 酸 、 及 び そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ た １ 種 以 上 の 酸 ；
　 リ ン 酸 塩 含 有 成 分 ；
　 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 ば れ た １ 種 以 上 の 塩
基 ； 又 は
そ の 組 合 せ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 該 研 磨 剤 が 、 無 機 研 磨 剤 、 ポ リ マ ー 研 磨 剤 、 又 は そ の 組 合 せ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 １ 種 以 上 の 該 酸 化 剤 が 、 ペ ル オ キ シ 化 合 物 、 ペ ル オ キ シ 化 合 物 の 塩 、 有 機 ペ ル オ キ シ ド
、 硫 酸 塩 、 硫 酸 塩 の 誘 導 体 、 最 高 酸 化 状 態 で 元 素 を 含 有 す る 化 合 物 、 そ の 組 合 せ の 群 よ り
選 ば れ る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 該 組 成 物 が
　 全 組 成 物 容 量 に 対 し て 約 １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ （ wt.％ ） の 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 １ .０ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 該 pＨ 調 整 剤 と ；
　 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ の 研 磨 剤 粒 子 と ；
　 残 量 の 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 酸 化 剤 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ３ ０ 記 載
の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 該 組 成 物 が
　 全 組 成 物 容 量 に 対 し て 約 １ ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ の 該 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 キ レ ー ト 化 剤 と ；
　 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 １ .０ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 腐 食 防 止 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の 該 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 該 pＨ 調 整 剤 と ；
　 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 酸 化 剤 と ；
　 残 量 の 溶 媒 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 該 組 成 物 が
　 約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 と ；
　 約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン と ；
　 約 ０ .３ ％ 重 量 の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と ；
　 約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム と ；
　 約 ２ ～ 約 ６ 容 量 ％ の pＨ 約 ５ を 得 る た め の 水 酸 化 カ リ ウ ム と ；
　 約 ０ .１ ～ 約 ０ .１ ５ 重 量 ％ の シ リ カ 研 磨 剤 と ；
　 脱 イ オ ン 水 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-518670 A 2005.6.23



　 約 ０ .４ ５ 容 量 ％ の 過 酸 化 水 素 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 該 組 成 物 が
　 約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 と ；
　 約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン と ；
　 約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と ；
　 約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム と ；
　 約 ２ ％ ～ 約 ６ 容 量 ％ の pＨ 約 ５ を 与 え る 水 酸 化 カ リ ウ ム と ；
　 約 ０ .４ ５ 容 量 ％ の 過 酸 化 水 素 と ；
　 脱 イ オ ン 水 と ；
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 関 連 出 願 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 [0001]本 出 願 は 、 “ 有 機 ポ リ マ ー 粒 子 に 関 す る 銅 Ｃ Ｍ Ｐ ス ラ リ ー ” と 称 す る ２ ０ ０ ２ 年
２ 月 ２ ６ 日 出 願 の 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ /３ ５ ９ ,７ ４ ６ 号 ［ 代 理 人 事 件 整 理 番 号 第 6505L
号 ]の 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 出 願 の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。 本 出 願 は 、 ま
た 、 “ 電 解 化 学 機 械 的 研 磨 に 対 す る 研 磨 組 成 物 と 処 理 ” と 称 す る ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 ２ １ 日
出 願 の 同 時 係 属 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ /０ ３ ２ ,２ ７ ５ 号 ［ 代 理 人 事 件 整 理 番 号 第 5988号 ］ と
“ 電 気 化 学 機 械 的 研 磨 を 用 い た 基 板 の 平 坦 化 ” と 称 す る ２ ０ ０ ２ 年 １ 月 3日 に 出 願 の 同 時
係 属 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ /０ ３ ８ ,０ ６ ６ 号 [代 理 人 事 件 整 理 番 号 第 5699号 ]の 一 部 継 続 出 願
で あ り 、 両 出 願 の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 明 の 分 野
　 [0002]本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 基 板 か ら 導 電 材 料 を 除 去 す る た め の 組 成 物 及 び 方 法 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 関 連 技 術 の 背 景
　 [0003]２ 分 の １ ミ ク ロ ン 未 満 且 つ 更 に 小 さ な 特 徴 部 を 信 頼 度 よ く 製 造 す る こ と は 半 導 体
デ バ イ ス の 次 世 代 の 大 規 模 集 積 回 路 （ Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ ） と 超 大 規 模 集 積 回 路 （ Ｕ Ｌ Ｓ Ｉ ） に 対 す
る 重 要 な 技 術 の 一 つ で あ る 。 し か し な が ら 、 回 路 技 術 の 制 約 に 押 さ れ 、 Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ と Ｕ Ｌ Ｓ
Ｉ の 技 術 に お け る 相 互 接 続 部 の 縮 小 す る 寸 法 は 処 理 能 力 に 関 す る 追 加 的 要 求 を 課 し て 来 た
。 相 互 接 続 部 の 信 頼 で き る 形 成 は 、 Ｖ Ｌ Ｓ Ｉ と Ｕ Ｌ Ｓ Ｉ の 成 功 に 重 要 で あ り 、 個 々 の 基 板
と ダ イ の 回 路 密 度 と 品 質 を 高 め る 継 続 的 努 力 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 [0004]多 重 レ ベ ル の 相 互 接 続 部 は そ の 中 に 特 徴 部 を 形 成 す る 基 板 表 面 上 に お い て 順 次 材
料 を 堆 積 し 、 材 料 を 除 去 す る 技 術 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 材 料 の 層 が 順 次 堆 積 さ れ 、 除
去 さ れ る と き 、 基 板 の 最 上 面 は そ の 表 面 を 通 し て 平 坦 で な く な り 、 研 磨 の 前 に 平 坦 化 が 必
要 と な る 。 平 坦 化 、 即 ち 、 “ 研 磨 ” は 、 材 料 が ほ ぼ 平 ら で 平 坦 な 表 面 を 形 成 す る よ う に 基
板 表 面 か ら 除 去 さ れ る プ ロ セ ス で あ る 。 平 坦 化 は 次 に 行 わ れ る リ ト グ ラ フ ィ と そ の 処 理 に
対 し て 、 過 剰 に 堆 積 さ れ た 材 料 を 取 り 除 き 、 平 ら な 表 面 を 提 供 で き る よ う に 粗 い 表 面 、 塊
に な っ た 材 料 、 結 晶 格 子 の 損 傷 、 引 っ か き 傷 、 及 び 汚 染 さ れ た 層 の よ う な 不 要 な 表 面 形 状
と 表 面 欠 陥 を 除 去 す る の に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 [0005]電 気 化 学 機 械 的 研 磨 （ Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ ） は 基 板 の 表 面 を 平 坦 化 す る 一 方 法 で あ る 。 Ｅ Ｃ
Ｍ Ｐ は 、 従 来 の 化 学 機 械 的 平 坦 化 （ Ｃ Ｍ Ｐ ） 処 理 に 比 べ て 機 械 的 摩 耗 部 が 低 減 さ れ た 基 板
を 研 磨 し つ つ 電 気 化 学 的 “ ア ノ ー ド ” 溶 解 に よ り 基 板 表 面 か ら 銅 の よ う な 導 電 材 料 を 除 去
す る も の で あ る 。 典 型 的 Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ シ ス テ ム は 、 研 磨 組 成 物 を 含 む ベ ー ス ン に 配 置 さ れ た 基
板 支 持 体 と 二 つ の 電 極 を 含 ん で い る 。 基 板 は 一 方 の 電 極 と 電 気 的 に 接 触 し て お り 、 処 理 中
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実 効 的 に 基 板 が 材 料 除 去 の 電 極 に な る 。 作 動 中 、 基 板 表 面 の 金 属 原 子 は 二 つ の 電 極 に 接 続
さ れ た 電 源 の よ う な 電 位 差 源 か ら の 電 流 に よ り イ オ ン 化 さ れ る 。 金 属 イ オ ン は 周 辺 の 研 磨
組 成 物 に 溶 解 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 [0006]し か し な が ら 、 Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ 処 理 は 、 典 型 的 に は 従 来 の 化 学 機 械 的 研 磨 プ ロ セ ス に 比
べ て よ り 除 去 速 度 が 低 減 さ れ た と 見 ら れ 、 除 去 速 度 を 改 善 す る よ う に 基 板 と 研 磨 パ ッ ド と
の 間 の 圧 力 を 増 加 さ せ 、 処 理 時 間 を 増 加 さ せ る よ う に 処 理 条 件 を 改 良 し た が 、 除 去 速 度 を
上 げ る の に 満 足 な 結 果 を 与 え な か っ た ば か り か 、 あ る 場 合 に は 基 板 表 面 に 削 り す ぎ や 損 傷
を 増 大 さ せ る 結 果 と な っ た 。 た と え ば 、 低 誘 電 率 (低 ｋ 誘 電 率 )を 持 つ 材 料 を 含 む 基 板 上 で
研 磨 圧 力 を 増 加 さ せ る と 研 磨 圧 力 増 加 か ら 引 き 起 こ さ れ る せ ん 断 力 に よ り 剥 離 や 傷 の よ う
な 堆 積 材 料 上 に 欠 陥 を 引 き 起 こ す の が 観 測 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 [0007]従 っ て 、 平 坦 化 処 理 中 に 基 板 の 損 傷 を 最 小 化 す る 基 板 か ら 導 電 材 料 を 除 去 す る た
め の 組 成 物 及 び 方 法 が 求 め ら れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 [0008]本 発 明 の 態 様 は 、 電 気 化 学 的 研 磨 技 術 に よ り 導 電 材 料 を 除 去 す る た め の 組 成 物 及
び 方 法 を 提 供 す る 。 一 態 様 に お い て は 、 組 成 物 は 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と 、 １ 種 以 上 の キ レ
?ト 化 剤 と 、 １ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 と 、 １ 種 以 上 の 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と 、 １ 種 以 上 の p
Ｈ 約 ３ ～ 約 １ ０ を 与 え る pＨ 調 整 剤 と 、 研 磨 剤 粒 子 、 １ 種 以 上 の 酸 化 剤 、 及 び そ の 組 合 せ
の 群 よ り 選 択 さ れ た 研 磨 促 進 材 料 、 及 び 溶 媒 を 含 む 基 板 表 面 か ら 少 な く と も 導 電 材 料 を 除
去 す る た め に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 [0009]他 の 態 様 に お い て は 、 組 成 物 は 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 を 備 え て い る プ ロ セ ス 装 置
に お い て 導 電 材 料 層 が そ の 上 に 形 成 さ れ る 基 板 を 堆 積 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 基 板 が 第 二
電 極 と 電 気 的 に 接 触 し た 状 態 に あ る 、 前 記 ス テ ッ プ と 、 第 一 電 極 と 基 板 の 間 に 組 成 物 を 供
給 す る ス テ ッ プ と 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 の 間 に 電 位 差 を 与 え る ス テ ッ プ と 、 導 電 材 料 層 か
ら 導 電 材 料 を 除 去 す る ス テ ッ プ と を 含 む 基 板 を 処 理 す る た め に 提 供 さ れ る 方 法 に 用 い ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 [0010]本 発 明 の 上 記 態 様 が 得 ら れ 、 詳 細 に 理 解 さ れ 得 る よ う に 、 上 で 簡 単 に 纏 め た 本 発
明 の 実 施 形 態 の よ り 具 体 的 な 説 明 は 、 添 付 さ れ た 図 面 に 示 さ れ る そ の 実 施 形 態 を 参 照 す る
こ と に よ っ て な さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 [0011]し か し な が ら 、 添 付 さ れ た 図 面 は 、 本 発 明 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の み を 図 示 す る も
の で 、 従 っ て そ の 範 囲 を 制 限 す る も の と 考 え ら れ る べ き も の で は な く 、 本 発 明 が 他 の 等 し
く 有 効 な 実 施 形 態 に も 許 容 で き る こ と に 留 意 さ れ る べ き で あ る 。
【 好 適 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 [0013]一 般 に 、 本 発 明 の 態 様 は 基 板 表 面 か ら 少 な く と も 導 電 材 料 を 除 去 す る た め の 組 成
物 及 び 方 法 を 提 供 す る 。 本 発 明 は 電 気 化 学 機 械 的 研 磨 （ Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ ） に よ る 基 板 表 面 か ら 導
電 材 料 を 除 去 す る た め の 平 坦 化 プ ロ セ ス を 参 照 し て 以 下 の よ う に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 [0014]本 明 細 書 で 用 い ら れ る 語 句 は 特 に 定 義 さ れ な い 限 り 、 当 業 者 に よ り 当 該 技 術 に お
い て 通 常 及 び 慣 習 的 に 用 い ら れ る 意 味 を 示 す も の で あ る 。 化 学 的 研 磨 は 広 く 解 釈 さ れ て お
り 、 化 学 的 反 応 を 用 い る 基 板 表 面 を 平 坦 化 す る こ と を 含 ん で い る が こ れ に 限 定 さ れ な い 。
電 気 的 研 磨 は 広 く 解 釈 さ れ て お り 、 電 気 化 学 活 性 の 応 用 に よ っ て 基 板 を 平 坦 化 す る こ と を
含 ん で い る が こ れ に 限 定 さ れ な い 。 電 気 化 学 機 械 的 研 磨 （ Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ ） は 広 く 解 釈 さ れ て お
り 、 基 板 表 面 か ら 材 料 を 除 去 す る た め 、 電 気 化 学 的 活 性 、 機 械 的 活 性 、 又 は 電 気 化 学 的 活
性 と 機 械 的 活 性 の 、 両 方 の 組 合 せ の 応 用 に よ っ て 基 板 を 平 坦 化 す る こ と を 含 ん で い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 [0015]ア ノ ー ド 溶 解 は 広 く 解 釈 さ れ て お り 、 基 板 表 面 か ら 導 電 材 料 を 除 去 し 、 周 縁 の 研
磨 組 成 物 に 取 り 込 ま れ る 直 接 的 或 い は 間 接 的 に 基 板 に ア ノ ー ド 電 位 差 を 与 え る こ と を 含 ん
で い る が こ れ に 限 定 さ れ な い 。 研 磨 組 成 物 は 広 く 解 釈 さ れ て お り 、 イ オ ン 導 電 性 を 与 え 、
従 っ て 液 体 媒 体 中 で 導 電 性 を 与 え る 組 成 物 を 含 ん で い る が こ れ に 限 定 さ れ な い 。 研 磨 組 成
物 中 の 電 解 液 成 分 の 容 量 又 は 重 量 ％ は 、 液 体 組 成 物 成 分 に 対 す る 容 量 に 基 づ く ％ と 固 体 組
成 物 成 分 に 対 す る 重 量 に 基 づ く ％ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　
　 [0016]図 １ は 、 “ う つ 伏 せ に し た ” プ ロ セ ス セ ル ２ ０ ０ の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。 プ ロ セ ス セ ル ２ ０ ０ は 、 一 般 的 に は ベ ー ス ン ２ ０ ４ と 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ を 含 ん で い る
。 基 板 ２ ０ ８ は 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ に 保 持 さ れ 、 う つ 伏 せ の （ 例 え ば 裏 面 を 上 に し た ） 方 向
に 処 理 中 、 ベ ー ス ン ２ ０ ４ の 中 に 下 げ ら れ る 。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る よ う な 電 解 液 が ベ ー
ス ン ２ ０ ４ の 中 へ 流 さ れ 、 基 板 表 面 と パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ に 接 触 し た 状 態 で あ り 、 一
方 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ は パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ と 接 触 し た 状 態 で 基 板 ２ ０ ８ に 位 置 す る 。
ベ ー ス ン ２ ０ ４ は 、 パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ と 、 底 部 ２ ４ ４ と 、 パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２
を 収 容 す る 容 器 を 画 成 す る 側 壁 ２ ４ ６ を 含 ん で い る 。 こ の 側 壁 ２ ４ ６ は 、 そ こ を 通 っ て ベ
ー ス ン ２ ０ ４ か ら 研 磨 組 成 物 を 除 去 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 形 成 さ れ る ポ ー ト ２ １ ８
を 含 む 。 ポ ー ト ２ １ ８ は 、 ベ ー ス ン ２ ０ ４ に 研 磨 組 成 物 を 選 択 的 に 排 出 又 は 保 持 す る バ ル
ブ ２ ２ ０ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 [0017]ベ ー ス ン ２ ０ ４ 内 に 配 置 さ れ た 基 板 ２ ０ ８ と パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ は 、 研 磨 動
作 （ 或 い は メ ッ キ の 均 一 性 を 向 上 さ せ る 動 作 ） を 与 え る よ う に 互 い に 相 対 的 に 移 動 さ れ る
。 研 磨 動 作 は 、 一 般 的 に は 、 そ の 他 さ ま ざ ま な 動 作 の 中 の 軌 道 を 描 く 、 回 転 す る 、 直 線 或
い は 曲 線 を 描 く 動 作 、 又 は そ の 組 合 せ で 定 義 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 動 作 を 備 え て い る 。
研 磨 動 作 は 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ 及 び /又 は ベ ー ス ン ２ ０ ４ の い ず れ か 又 は 両 方 を 移 動 さ せ る
こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ は 、 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ に よ っ て 保
持 さ れ る ベ ー ス ン ２ ０ ４ と 基 板 ２ ０ ８ と の 間 の 相 対 的 動 作 の 少 な く と も 一 部 を 与 え る よ う
に 静 止 し て も 駆 動 さ れ て も よ い 。 図 １ に 示 さ れ る 実 施 形 態 に お い て は 、 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２
は 駆 動 シ ス テ ム ２ １ ０ に 結 合 さ れ て い る 。 駆 動 シ ス テ ム ２ １ ０ は 、 少 な く と も 回 転 す る 、
軌 道 を 描 く 、 掃 き 集 め る 動 作 、 又 は そ の 組 合 せ で 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 [0018]研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ は 、 一 般 的 に は 処 理 中 基 板 ２ ０ ８ を 保 持 す る 。 一 実 施 形 態 に お
い て は 、 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ は ブ ラ ッ ダ ２ １ ６ を 取 り 囲 む ハ ウ ジ ン グ ２ １ ４ を 含 ん で い る 。
ブ ラ ッ ダ ２ １ ６ は 、 基 板 に 接 触 し て い る 時 の そ の 間 で 真 空 を 作 り 出 す よ う に 空 気 が 抜 か れ
て も よ く 、 そ れ に よ っ て 基 板 を 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ に 固 定 す る 。 ブ ラ ッ ダ ２ １ ６ は 、 ベ ー ス
ン ２ ０ ４ に 保 持 さ れ る パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ と 接 触 し て 基 板 を 押 し 付 け る よ う に 付 加 的
に 膨 ら ん で も よ い 。 保 持 リ ン グ ２ ３ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ４ に 結 合 さ れ 、 処 理 中 研 磨 ヘ ッ
ド ２ ０ ２ か ら 基 板 が ず り 落 ち な い よ う に 基 板 ２ ０ ８ の 周 囲 に 外 接 し て い る 。 本 発 明 か ら 利
益 を 得 る よ う 適 合 す る こ と が で き る 一 研 磨 ヘ ッ ド は 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ に あ
る ア プ ラ イ ド マ テ リ ア ル ズ 社 か ら 入 手 可 能 な Ｔ Ｉ Ｔ Ａ Ｎ Ｈ Ｅ Ａ Ｄ (登 録 商 標 )キ ャ リ ア ヘ ッ
ド で あ る 。 本 発 明 か ら 利 益 を 得 る よ う に 適 合 す る こ と が で き る 研 磨 ヘ ッ ド の 他 の 例 は 、 そ
の 全 体 に お い て こ こ に 引 用 す る こ と に よ っ て 取 り 込 ま れ て い る ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 １ ２ 日 発
行 の 米 国 特 許 第 ６ ,１ ５ ９ ,０ ７ ９ 号 に 記 載 さ れ 、 そ の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 全 体 で 援 用 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 [0019]ベ ー ス ン ２ ０ ４ は 、 一 般 的 に は 、 フ ル オ ロ ポ リ マ ー 、 Ｔ Ｅ Ｆ Ｌ Ｏ Ｎ (登 録 商 標 )ポ
リ マ ー 、 ペ ル フ ル オ ロ ア ル コ キ シ 樹 脂 （ Ｐ Ｆ Ａ ） 、 ポ リ エ チ レ ン 系 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｐ Ｅ ）
、 ス ル ホ ン 化 ポ リ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ス ル ホ ン （ Ｐ Ｅ Ｓ ） 、 又 は 電 気 メ ッ キ 或 い は 電 気 研 磨
に 用 い る こ と が で き る 研 磨 組 成 物 と 適 合 す る 或 い は 反 応 し な い 他 の 材 料 の よ う な プ ラ ス チ
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ッ ク か ら 製 造 さ れ る 。 ベ ー ス ン ２ ０ ４ は 、 軸 受 ２ ３ ４ に よ っ て ベ ー ス ２ ０ ６ の 上 に 回 転 す
る よ う に 支 持 さ れ る 。 駆 動 シ ス テ ム ２ ３ ６ は 、 ベ ー ス ン ２ ０ ４ に 結 合 さ れ 、 処 理 中 、 ベ ー
ス ン ２ ０ ４ を 回 転 さ せ る 。 キ ャ ッ チ ベ ー ス ン ２ ２ ８ は 、 ベ ー ス ２ ０ ６ 上 に 配 置 さ れ 、 処 理
中 及 び /又 は 処 理 後 に ベ ー ス ン ２ ０ ４ を 通 っ て 配 置 さ れ た ポ ー ト ２ １ ８ か ら 流 れ 出 す 研 磨
組 成 物 の よ う な 処 理 液 を 集 め る よ う 外 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 [0020]研 磨 組 成 物 分 配 シ ス テ ム ２ ３ ２ は 、 一 般 的 に は 、 ベ ー ス ン ２ ０ ４ に 隣 接 し て 配 置
さ れ て い る 。 研 磨 組 成 物 分 配 シ ス テ ム ２ ３ ２ は 、 研 磨 組 成 物 供 給 源 ２ ４ ２ に 結 合 さ れ た ノ
ズ ル 或 い は 出 口 ２ ３ ０ を 含 ん で い る 。 出 口 ２ ３ ０ は 、 研 磨 組 成 物 供 給 源 ２ ４ ２ か ら ベ ー ス
ン ２ ０ ４ の 中 へ 研 磨 組 成 物 又 は 他 の 処 理 液 を 流 出 さ せ る 。 処 理 中 、 研 磨 組 成 物 は 、 一 般 的
に は 、 基 板 ２ ０ ８ に 電 位 差 を 与 え 、 基 板 ２ ０ ８ 上 に 材 料 を 除 去 及 び /又 は 堆 積 さ せ る 電 気
化 学 プ ロ セ ス を 駆 動 さ せ る た め の 電 気 的 経 路 を 与 え る 。 或 い は 、 研 磨 組 成 物 分 配 シ ス テ ム
は 処 理 容 器 の 底 部 ２ ４ ４ を 通 っ て 研 磨 組 成 物 を 供 給 す る と と も に 研 磨 パ ッ ド と 基 板 を 接 触
さ せ る よ う に パ ッ ド ア セ ン ブ リ を 通 っ て 研 磨 組 成 物 を 流 出 さ せ る 。 或 い は 、 再 循 環 シ ス テ
ム は 、 研 磨 組 成 物 を 回 収 し 再 使 用 さ せ る よ う に 用 い ら れ る 。 更 に 、 循 環 シ ス テ ム は 、 同 一
の 或 い は 付 加 的 処 理 ス テ ッ プ に 対 し て 研 磨 組 成 物 の 有 効 な 製 造 寿 命 を 延 長 さ せ る た め に 用
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 [0021]任 意 に よ り 、 ま た 、 図 １ に 示 さ れ る コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ デ バ イ ス ２ ５ ０ を パ ッ ド
ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ に 周 期 的 に 条 件 を 与 え 、 或 い は 再 生 す る よ う に ベ ー ス ン ２ ０ ４ に 近 接 し
て 設 け る こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ デ バ イ ス ２ ５ ０ は 、 パ ッ ド ア セ
ン ブ リ ２ ２ ２ を 横 切 っ て 位 置 を 調 節 し 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素 子 ２ ５ ８ を 走 査 す る 支 柱 ２
５ ４ に 結 合 さ れ た ア ー ム ２ ５ ２ を 含 む 。 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素 子 ２ ５ ８ は ア ー ム ２ ５ ２ と
容 器 ２ ０ ４ の 側 壁 の 間 に ク リ ア ラ ン ス を 許 容 す る よ う に シ ャ フ ト ２ ５ ６ に よ っ て ア ー ム ２
５ ２ に 結 合 さ れ る が 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素 子 ２ ５ ８ は パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ に 接 触 す
る よ う に 押 し 下 げ る 。 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素 子 ２ ５ ８ は 、 典 型 的 に は 、 ダ イ ア モ ン ド か シ
リ コ ン カ ー バ イ ド の デ ィ ス ク で そ れ は 処 理 の 均 一 性 を 向 上 さ せ る あ ら か じ め 決 め ら れ た 表
面 の 条 件 /状 態 へ パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ の 表 面 の 作 業 を 向 上 さ せ る よ う に パ タ ー ン 化 さ
れ て も よ い 。 本 発 明 か ら 利 益 を 得 る よ う に 適 合 す る こ と が で き る 一 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素
子 ２ ５ ８ は Ｌ iら に よ る ２ ０ ０ ０ 年 ９ 月 ２ ８ 日 出 願 の 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ /６ ７ ６ ,２ ８ ０
号 に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 で 主 張 す る 態 様 及 び 説 明 と 一 致 す る 程 度 ま
で 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 [0022]電 源 ２ ２ ４ は 、 電 線 ２ ２ ３ Ａ 、 ２ ２ ３ Ｂ に よ っ て パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ と 結 合
さ れ て い る 。 電 源 ２ ２ ４ は 以 下 に 記 載 さ れ る よ う に 電 気 化 学 プ ロ セ ス を 駆 動 す る よ う に パ
ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ に 電 位 差 を 与 え る 。 ２ ２ ３ Ａ 、 ２ ２ ３ Ｂ は 、 ベ ー ス ン ２ ０ ４ の 下 に
配 置 さ れ る ス リ ッ プ リ ン グ ２ ２ ６ を 通 じ て 配 線 さ れ る 。 ス リ ッ プ リ ン グ ２ ２ ６ は 、 電 源 ２
２ ４ と パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ の 間 を ベ ー ス ン ２ ０ ４ が 回 転 す る よ う に 連 続 的 な 電 気 接 続
を 可 能 に す る 。 電 線 ２ ２ ３ Ａ 、 ２ ２ ３ Ｂ は 処 理 液 と 適 合 す る 、 又 は 処 理 液 か ら 電 線 ２ ２ ３
Ａ 、 ２ ２ ３ Ｂ を 保 護 す る 被 覆 或 い は コ ー テ ィ ン グ を し た ワ イ ア 、 テ ー プ 、 そ の 他 の 導 電 体
で あ る 。 電 線 ２ ２ ３ Ａ 、 ２ ２ ３ Ｂ に 用 い る こ と が で き る 材 料 の 例 と し て は 、 そ の 他 の 材 料
の 内 絶 縁 さ れ た 銅 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 チ タ ン 、 白 金 、 金 お よ び Ｈ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ Ｏ Ｙ (登 録 商 標 )
が 挙 げ ら れ る 。 電 線 の 周 り に 配 置 さ れ る コ ー テ ィ ン グ に は フ ル オ ロ カ ー ボ ン 、 Ｐ Ｖ Ｃ 、 ポ
リ ア ミ ド 等 の ポ リ マ ー が 含 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 [0023]パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ は 、 電 気 化 学 セ ル の ア ノ ー ド と カ ソ ー ド の 両 方 を 備 え て
い る 素 子 を 含 む の で 、 両 方 の ア ノ ー ド と カ ソ ー ド は ベ ー ス ン ２ ０ ４ か ら 使 用 済 み パ ッ ド ア
セ ン ブ リ ２ ２ ２ を 単 に 取 り 除 く と と も に ベ ー ス ン ２ ０ ４ へ 新 し い 電 気 的 支 持 構 成 品 を 有 す
る 新 し い パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ を 挿 入 す る こ と に よ っ て 同 時 に 交 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 [0024]図 示 さ れ た パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ は 、 バ ッ キ ン グ ２ ０ ７ に 結 合 さ れ る 導 電 パ ッ
ド ２ ０ ３ を 含 ん で い る 。 バ ッ キ ン グ ２ ０ ７ は 電 極 ２ ０ ９ に 結 合 す る こ と が で き る 。 誘 電 性
の 挿 入 部 （ 図 示 さ れ て い な い ） は 導 電 パ ッ ド の 全 部 或 い は 一 部 を 通 る 電 解 液 の 流 れ を 調 節
す る よ う に 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ と バ ッ キ ン グ ２ ０ ７ 又 は 電 極 ２ ０ ９ と の 間 に 配 置 す る こ と が
で き る 。 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ は 、 エ ッ ジ 接 触 部 の よ う な 従 来 の 電 位 差 供 給 装 置 を 使 用 す る こ
と な く 基 板 表 面 に 一 様 な 電 位 差 を 与 え る よ う に 用 い ら れ る 。 電 極 ２ ０ ９ は 、 一 般 に は 、 電
線 、 例 え ば 、 電 線 ２ ２ ３ Ａ を 経 て 電 源 ２ ２ ４ へ の 接 続 を 通 じ て カ ソ ー ド と し て 電 位 差 が 当
て ら れ 、 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ と 、 基 板 は Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ プ ロ セ ス に お け る ア ノ ー ド 溶 解 に 対 す る 陽
極 と し て 電 位 差 が つ け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 [0025]典 型 的 に は 、 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ 、 バ ッ キ ン グ ２ ０ ７ 、 場 合 に よ っ て は 、 誘 電 挿 入
部 、 及 び 電 極 ２ ０ ９ は 、 容 器 ２ ０ ４ か ら パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ の 除 去 、 交 換 を 可 能 に す
る 単 一 の 本 体 を 形 成 す る よ う に 一 緒 に 固 定 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ 、 バ ッ
キ ン グ ２ ０ ７ 、 場 合 に よ っ て は 、 誘 電 挿 入 部 、 及 び 電 極 ２ ０ ９ は 、 お 互 い に 接 着 或 い は 結
合 さ れ る 。 或 い は 、 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ 、 バ ッ キ ン グ ２ ０ ７ 、 場 合 に よ っ て は 、 誘 電 挿 入 部
、 及 び 電 極 ２ ０ ９ は さ ま ざ ま な 方 法 の 内 、 縫 製 、 固 縛 、 熱 着 、 リ ベ ッ ト 止 め 、 ね じ 止 め 、
ク ラ ン プ 締 結 を 含 む 他 の 方 法 又 は そ の 組 合 せ に よ っ て 結 合 す る こ と が で き る 。 導 電 パ ッ ド
２ ０ ３ の 例 は 、 ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 ２ ７ 日 出 願 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ /０ ３ ３ ,７ ３ ２ 号 に 更
に 完 全 に 開 示 さ れ て お り 、 そ の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 主 張 さ れ る 態 様 及 び 開 示 に 一 致 す る
程 度 ま で 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 [0026]面 を 下 に し た 研 磨 装 置 は “ 基 板 研 磨 方 法 及 び 装 置 ” と 称 す る 、 ア プ ラ イ ド マ テ リ
ア ル ズ 社 に 共 同 譲 渡 さ れ た ２ ０ ０ ２ 年 ５ 月 １ ６ 日 出 願 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ /１ ５ １ ， ５
３ ８ 号 [代 理 人 事 件 整 理 番 号 第 6906号 ]に 更 に 完 全 に 開 示 さ れ て お り 、 そ の 段 落 25－ 81は 請
求 の 範 囲 の 態 様 と 説 明 に 本 明 細 書 に 主 張 さ れ る 態 様 と 説 明 と 一 致 す る 程 度 ま で 本 明 細 書 に
援 用 さ れ て い る 。 同 様 に 、 面 を 上 に し た 研 磨 に 対 す る 相 対 運 動 は 基 板 と 電 極 及 び /又 は パ
ッ ド と の 間 に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 [0027]プ ロ セ ス セ ル 200は 、 Ｒ eflexion(登 録 商 標 )Ｃ Ｍ Ｐ シ ス テ ム 、 Ｍ irra(登 録 商 標 )
Ｃ Ｍ Ｐ シ ス テ ム 、 Ｍ irra(登 録 商 標 )Ｍ esaＣ Ｍ Ｐ シ ス テ ム の よ う な 研 磨 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
上 に 配 置 さ れ 、 そ れ ら は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ の Ａ pplied Ｍ aterial社 か ら 市 販
さ れ て い る 。 更 に 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 方 法 又 は 組 成 物 を 用 い る 電 気 化 学 機 械 的 研 磨 を
可 能 に す る い か な る シ ス テ ム も 利 便 を 与 え る よ う に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　
[0028]一 態 様 に お い て は 、 銅 の よ う な 金 属 を 平 坦 化 す る こ と が で き る 研 磨 組 成 物 が 提 供 さ
れ る 。 一 般 に 、 研 磨 組 成 物 は 、 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 と 、 １ 種 以 上 の キ レ ?ト 化 剤 と 、 １ 種
以 上 の 腐 食 防 止 剤 と 、 １ 種 以 上 の 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 と 、 １ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 、 pＨ 約
２ ～ 約 １ ０ と 、 研 磨 剤 粒 子 、 １ 種 以 上 の 酸 化 剤 、 及 び そ の 組 合 せ の 群 よ り 選 択 さ れ た 研 磨
促 進 材 料 と 、 溶 剤 と を 含 ん で い る 。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 研 磨 組 成 物 は 基 板 の 効 果 的 な 平
坦 化 と 研 磨 後 の 平 滑 な 表 面 を も た ら す Ｅ Ｃ Ｍ Ｐ 中 に 銅 の よ う な 導 電 材 料 の 改 善 さ れ た 研 磨
と 効 果 的 な 除 去 速 度 に 貢 献 す る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 [0029]研 磨 組 成 物 は 特 に 銅 を 除 去 す る の に 有 効 で あ る が 、 研 磨 組 成 物 は ア ル ミ ニ ウ ム 、
白 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 コ バ ル ト 、 金 、 銀
、 及 び そ の 組 合 せ の よ う な 他 の 導 電 材 料 の 除 去 に も 用 い ら れ る と 考 え ら れ る 。 基 板 表 面 に
導 電 材 料 の 特 徴 部 を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 他 の 材 料 は バ リ ア 層 を 形 成 す る 材 料 を 含 み 、
例 え ば 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン は 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 処 理 に よ
っ て 除 去 す る こ と が で き る 。 研 磨 パ ッ ド 及 び /又 は 研 磨 剤 と の 接 触 か ら の よ う な 機 械 的 研
磨 は 、 導 電 材 料 の 平 面 と 除 去 を 向 上 さ せ る の に 用 い ら れ 、 ま た 炭 素 が ド ー プ さ れ た 酸 化 ケ
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イ 素 及 び ド ー プ さ れ た 又 は ド ー プ さ れ て い な い 炭 化 ケ イ 素 を 含 む 導 電 材 料 を 除 去 す る の に
も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 [0030]研 磨 組 成 物 は 、 電 気 的 導 電 性 を 与 え る た め 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 を 含 ん で い る 。 適
切 な 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 は 、 例 え ば 、 硫 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 リ ン 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 過 塩
素 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 酢 酸 ベ ー ス の 電 解 液 、 そ の 組 合 せ を 含 ん で い る 。 適 切 な 酸 電 解 液 系
は 、 リ ン 酸 及 び 硫 酸 の よ う な 酸 電 解 液 と 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 及 び そ の カ リ ウ ム 塩 を 含 む 酸 電
解 液 誘 導 体 も 含 ん で い る 。 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 は 、 ま た 、 基 板 を 処 理 す る た め に 望 ま し い
pＨ レ ベ ル を 維 持 す る よ う に 組 成 物 を 緩 衝 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 [0031]適 当 な 酸 ベ ー ス の 電 解 液 は リ ン 酸 、 リ ン 酸 カ リ ウ ム （ Ｋ 3 Ｐ Ｏ 4 ） 、 リ ン 酸 銅 、 リ
ン 酸 二 水 素 ア ン モ ニ ウ ム （ Ｎ Ｈ 4 Ｈ 2 Ｐ Ｏ 4 ） 、 リ ン 酸 水 素 二 ア ン モ ニ ウ ム ((Ｎ Ｈ 4 )Ｈ Ｐ Ｏ 4

） の よ う な リ ン 酸 基 （ Ｐ Ｏ 4
3 - ） を 有 す る 化 合 物 と 硫 酸 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム ((Ｎ Ｈ 4 ) 2

Ｈ Ｓ Ｏ 4 ） 、 硫 酸 銅 又 は そ の 組 合 せ の よ う な 硫 酸 基 （ Ｓ Ｏ 4
3 - ） を 有 す る 化 合 物 を 含 ん で い

る 。 本 発 明 は 、 ま た 、 従 来 の 既 知 及 び 未 知 の 電 解 液 が 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る プ ロ セ ス を 用
い て 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 組 成 物 を 形 成 す る の に も 用 い る こ と が で き る こ と を 企 図 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 [0032]或 い は 、 酸 ベ ー ス の 電 解 液 系 は 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る プ ロ セ ス を 実 施 す る の に 適
し た 導 電 性 を 与 え る よ う に 組 成 物 の 約 1～ 30重 量 ％ (wt.％ )又 は 容 量 ％ (vol％ )量 で 供 給 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 リ ン 酸 二 水 素 及 び /又 は リ ン 酸 水 素 二 ア ン モ ニ ウ ム は 溶 液 の 約 1
5～ 25重 量 又 は 容 量 ％ の 量 で 組 成 物 中 に 存 在 す る こ と が で き る 。 リ ン 酸 は 、 ３ ０ wt.％ ま で
、 例 え ば 約 ２ wt.％ ～ 約 ６ wt.％ の 濃 度 で 存 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 [0033]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ に お い て も 、 キ レ ー ト 化 剤 は 銅 イ オ ン の
よ う な 導 電 材 料 に 結 合 す る こ と が で き 、 金 属 材 料 の 除 去 速 度 を 上 げ 、 且 つ 基 板 を 処 理 す る
た め に 望 ま し い pＨ レ ベ ル を 維 持 す る よ う に 研 磨 組 成 物 を 緩 衝 化 又 は 調 節 す る た め に 用 い
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 [0034]１ 種 以 上 の キ レ ー ト 化 剤 は 、 ア ミ ン 基 、 ア ミ ド 基 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 ジ カ ル
ボ キ シ レ ー ト 基 、 ト リ カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 と カ ル ボ キ
シ レ ー ト 基 の 混 合 物 、 及 び そ の 組 合 せ よ り 選 択 さ れ た １ つ 以 上 の 官 能 基 を 有 す る 化 合 物 を
含 む こ と が で き る 。 １ 種 以 上 の キ レ ー ト 化 剤 は 、 ま た 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る キ レ ー ト 化
剤 の 塩 を 含 む こ と が で き る 。 銅 の よ う な 除 去 の た め の 金 属 材 料 は 、 官 能 基 と 結 合 前 、 結 合
中 、 結 合 後 に ０ 、 １ 又 は ２ の よ う に い か な る 酸 化 状 態 に あ っ て も よ い 。 官 能 基 は 、 処 理 中
に 基 板 表 面 上 に 生 成 さ れ る 金 属 材 料 を 結 合 す る と と も に 基 板 表 面 か ら 金 属 材 料 を 除 去 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 [0035]研 磨 組 成 物 は 、 １ 種 以 上 の キ レ ー ト 化 剤 を 約 ０ .１ ％ ～ １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例
え ば 約 ０ .１ ％ ～ 約 ４ 容 量 又 は 重 量 ％ の 濃 度 で 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 約 ２ 容 量 又 は
重 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン を キ レ ー ト 化 剤 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 [0036]適 切 な キ レ ー ト 化 剤 の 例 と し て は 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 、
ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 誘 導 体 、 ヘ キ サ ジ ア ミ ン 、 ア ミ ノ 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 、 メ
チ ル ホ ム ア ミ ド 、 又 は そ の 組 合 せ の よ う な １ 種 以 上 の ア ミ ン 官 能 基 や ア ミ ド 官 能 基 を 有 す
る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 [0037]１ 種 以 上 の カ ル ボ キ シ ル 基 を も つ 適 切 な キ レ ー ト 化 剤 の 例 と し て は ク エ ン 酸 、 酒
石 酸 、 コ ハ ク 酸 、 蓚 酸 お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ た も の が 挙 げ ら れ る 。 １ 種 以 上 の カ ル ボ
キ シ レ ー ト 基 を 有 す る 他 の 適 切 な 酸 と し て は 、 酢 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 酪 酸 、 カ プ リ ン 酸 、 カ
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プ ロ ン 酸 、 カ プ リ ル 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 ギ 酸 、 フ マ ル 酸 、 乳 酸 、 ラ ウ リ ン 酸
、 リ ン ゴ 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 マ ロ ン 酸 、 ミ リ ス チ ン 酸 、 パ ル ミ チ ン 酸 、 フ タ ル 酸 、 プ ロ ピ オ
ン 酸 、 ピ ル ビ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 、 吉 草 酸 及 び そ の 組 合 せ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 [0038]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ に お い て も 、 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 は キ
レ ー ト 化 剤 と し て 行 う こ と が で き る 。 研 磨 組 成 物 は 、 １ 種 異 常 の 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 を
組 成 物 の 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例 え ば 、 ０ .１ ％ ～ ６ 容 量 又 は 重 量 ％ の 濃 度
で 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 約 ２ 容 量 又 は 重 量 ％ が 研 磨 組 成 物
に お い て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 [0039]適 切 な 無 機 酸 塩 又 は 有 機 酸 塩 の 例 と し て は 、 シ ュ ウ 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 ク エ ン 酸 ア
ン モ ニ ウ ム 、 コ ハ ク 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 一 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 二 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ
ウ ム 、 三 塩 基 性 ク エ ン 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 コ ハ ク 酸 カ リ
ウ ム 、 シ ュ ウ 酸 カ リ ウ ム 、 及 び そ の 組 合 せ の よ う な 有 機 酸 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 や カ リ ウ ム 塩
を 含 ん で い る 。 更 に 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る カ ル ボ ン 酸 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 や カ リ ウ ム 塩 も
本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 組 成 物 の 有 機 酸 塩 と し て も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 [0040]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ に お い て も 、 腐 食 防 止 剤 は 基 板 表 面 上 に
堆 積 さ れ る 材 料 と 周 辺 の 電 解 液 と の 間 で 化 学 的 相 互 作 用 を 低 減 又 は 最 少 に す る よ う に 材 料
層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 金 属 表 面 の 酸 化 又 は 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。 腐 食 防 止 剤
に よ っ て 形 成 さ れ る 材 料 層 は 周 辺 の 電 解 液 か ら 表 面 を 絶 縁 し 、 従 っ て 電 気 化 学 的 堆 積 及 び
/又 は 溶 解 を 制 限 す る よ う に 基 板 表 面 か ら 電 気 化 学 的 流 れ を 抑 制 又 は 最 少 に す る 。 研 磨 組
成 物 は 、 ア ゾ ー ル 基 を 有 す る 約 ０ .０ ０ １ ％ と 約 ５ .０ 重 量 ％ 、 例 え ば 、 約 ０ .２ ％ ～ 約 ０ .
４ 重 量 ％ の 有 機 化 合 物 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 [0041]１ 種 以 上 の 腐 食 防 止 剤 は 、 １ 種 以 上 の ア ゾ ー ル 基 を 有 す る 有 機 化 合 物 を 含 む こ と
が で き る 。 ア ゾ ー ル 基 を 有 す る 有 機 化 合 物 の 例 と し て は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 メ ル カ プ
ト ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 5-メ チ ル -1-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 及 び そ の 組 合 せ が 挙 げ ら れ る
。 他 の 適 切 な 腐 食 防 止 剤 と し て は 環 状 化 合 物 、 例 え ば 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー
ル 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 及 び そ の 組 合 せ で あ る 膜 形 成 剤 が 含 ま れ る 。 ヒ ド ロ オ キ シ 基 、 ア ミ ノ
基 、 イ ミ ノ 基 、 カ ル ボ キ シ 基 、 メ ル カ プ ト 基 、 ニ ト ロ 基 及 び ア ル キ ル 基 で 置 換 さ れ た 、 ベ
ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ト リ ア ゾ ー ル 誘 導 体 が 腐 食 防 止
剤 と し て 用 い る こ と が で き る 。 他 の 腐 食 防 止 剤 に は 、 他 の さ ま ざ ま な も の の 中 の 尿 素 や チ
オ 尿 素 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 [0042]或 い は 、 重 合 禁 止 剤 、 非 制 限 例 と し て ポ リ ア ル キ ル ア リ ー ル エ ー テ ル ホ ス フ ェ ー
ト 又 は ア ン モ ニ ウ ム ノ ニ ル フ ェ ノ ー ル エ ト キ シ レ ー ト ス ル フ ェ ー ト は 、 ア ゾ ー ル 含 有 腐 食
防 止 剤 と 置 き 換 え て 或 い は そ れ と と も に 約 ０ .０ ０ ２ ％ ～ １ .０ ％ の 量 で 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 [0043]１ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 は 、 研 磨 組 成 物 の pＨ 調 整 に 寄 与 す る 。 研 磨 組 成 物 の 好 ま し
い pＨ は 、 約 ２ ～ 約 10、 例 え ば 、 pＨ 約 ４ ～ 約 ６ で あ っ て も よ い 。 研 磨 組 成 物 は 、 １ 種 以 上
の pＨ 調 整 剤 の 約 ７ ０ wt.％ ま で の １ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 、 例 え ば 、 約 ０ .２ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量
又 は 重 量 ％ の １ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 を 含 む こ と が で き る 。 異 な る 化 合 物 は 一 定 の 濃 度 に 対
し て 異 な る pＨ レ ベ ル を 与 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 組 成 物 は 好 ま し い pＨ レ ベ ル を 与 え
る の に 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ０ 容 量 ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 又 は そ の 組 合
せ の よ う な 塩 基 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 [0044]１ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 は 、 有 機 酸 、 例 え ば 、 酢 酸 、 ク エ ン 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 リ ン 酸
、 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 又 は そ の 組 合 せ を 含 む リ ン 酸 含 有 成 分 の よ う な
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カ ル ボ ン 酸 、 又 は そ の 組 合 せ で あ り 得 る 硫 酸 、 硝 酸 、 及 び そ の 組 合 せ を 含 む 強 酸 の よ う な
無 機 酸 も 、 研 磨 組 成 物 に お い て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 [0045]１ 種 以 上 の pＨ 調 整 剤 は 、 ま た 、 塩 基 、 例 え ば 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ア ン モ
ニ ウ ム 、 又 は そ の 組 合 せ を 含 む こ と が で き る 。 研 磨 組 成 物 に 用 い ら れ る 塩 基 の 量 は 、 典 型
的 に は 組 成 物 の pＨ を 約 ２ ～ 約 １ ０ の 望 ま し い レ ベ ル に 調 整 す る の に 必 要 な 量 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 [0046]或 い は 、 研 磨 組 成 物 は 、 ベ ー ス と 酢 酸 、 ク エ ン 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 リ ン 酸 、 リ ン 酸 ア
ン モ ニ ウ ム 、 リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 又 は そ の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 ば れ た 化 合 物 を 含 む こ と
が で き る 。 ベ ー ス と こ こ で 確 認 さ れ た 群 よ り 選 ば れ た 化 合 物 の 両 方 を 含 む 組 成 物 に お い て
、 該 組 成 物 は 約 ０ .１ ％ ～ １ ０ ％ の ベ ー ス と 、 約 ０ .２ ％ ～ 約 ２ ５ 容 量 又 は 重 量 ％ の 酢 酸 、
ク エ ン 酸 、 シ ュ ウ 酸 、 リ ン 酸 、 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 又 は そ の 組 合 せ か
ら な る 群 よ り 選 ば れ た 化 合 物 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 [0047]研 磨 組 成 物 は 研 磨 剤 粒 子 、 １ 種 以 上 の 酸 化 剤 、 そ の 組 合 せ を 含 む １ 種 以 上 の 研 磨
促 進 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 [0048]研 磨 剤 粒 子 は 、 研 磨 中 基 板 表 面 か ら 導 電 材 料 の 除 去 速 度 或 い は 除 去 を 改 善 す る の
に 用 い る こ と が で き る 。 研 磨 剤 粒 子 は 、 処 理 中 約 ３ ５ wt.％ ま で の 研 磨 組 成 物 を 備 え て も
よ い 。 約 ０ .０ ０ １ wt.％ ～ ５ wt.％ の 研 磨 剤 粒 子 の 濃 度 が 研 磨 組 成 物 に お い て 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 [0049]適 切 な 研 磨 剤 粒 子 は 、 無 機 の 研 磨 剤 、 ポ リ マ ー 研 磨 剤 、 又 は そ の 組 合 せ を 含 ん で
い る 。 電 解 液 に お い て 用 い る こ と が で き る 無 機 研 磨 剤 粒 子 は 、 シ リ カ 、 ア ル ミ ナ 、 酸 化 ジ
ル コ ニ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 セ リ ウ ム 、 ゲ ル マ ニ ア 、 又 は 既 知 或 い は 未 知 の 酸 化 金 属 の
い か な る 他 の 研 磨 剤 を も 含 み 、 平 均 の 大 き さ が 約 20nm～ 約 1000nmで あ る 。 一 般 に 、 適 切 な
無 機 研 磨 剤 の モ ー ス 硬 さ は 6以 上 で あ り 、 本 発 明 は 研 磨 組 成 物 に お い て よ り 低 い モ ー ス 硬
さ が 低 い 研 磨 剤 の 使 用 を 企 図 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 [0050]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る ポ リ マ ー 研 磨 剤 は 、 ま た 、 “ 有 機 ポ リ マ ー 粒 子 研 磨 剤 ” 、
“ 有 機 研 磨 剤 ” 又 は “ 有 機 粒 子 ” と 呼 ぶ こ と が で き る 。 ポ リ マ ー 研 磨 剤 は 、 ポ リ マ ー 研 磨
材 料 を 備 え て も よ い 。 ポ リ マ ー 研 磨 剤 の 例 と し て は 、 ポ リ メ チ ル メ タ ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ
メ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ メ タ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 又 は そ の 組 合 せ が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 [0051]ポ リ マ ー 研 磨 剤 の シ ョ ア 硬 度 は 約 60～ 約 80で あ り 、 よ り 大 き い 或 い は よ り 小 さ い
硬 さ に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 ポ リ マ ー 研 磨 剤 は 、 ま た 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 無 機 粒
子 よ り 軟 ら か く て も よ く 、 そ の こ と は 研 磨 対 象 と 基 板 と の 間 の 摩 擦 が 低 下 し て し ま い 、 無
機 粒 子 に 比 べ て 掻 き 傷 や そ の 他 の 表 面 欠 陥 の 数 と 厳 し さ に お い て 低 下 す る こ と に な る 。 ポ
リ マ ー 研 磨 剤 は 、 ま た 、 研 磨 パ ッ ド 材 料 の み に 比 べ て 研 磨 性 能 が 改 善 さ れ た い か な る 研 磨
パ ッ ド 材 料 に お い て 用 い ら れ る 材 料 よ り も 硬 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 [0052]ポ リ マ ー 研 磨 剤 の 硬 さ は 、 研 磨 剤 に お け る ポ リ マ ー 架 橋 の 程 度 を 制 御 す る こ と に
よ っ て 変 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 よ り 高 度 な 架 橋 は ポ リ マ ー の 硬 度 が 大 き く な り 、 従
っ て 研 磨 剤 を 与 え る 。 ポ リ マ ー 研 磨 剤 の 平 均 直 径 は 、 典 型 的 に は 約 1ミ ク ロ ン ～ 約 20ミ ク
ロ ン 以 下 の 球 形 ビ ー ズ と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 [0053]ポ リ マ ー 研 磨 剤 は 、 基 板 又 は 組 成 物 か ら 除 去 さ れ る 導 電 材 料 又 は 導 電 材 料 の イ オ
ン に 対 し て 親 和 性 を 有 す る 、 即 ち 、 結 合 す る こ と が で き る 官 能 基 、 例 え ば 、 １ 種 以 上 の 官
能 基 を も つ よ う に 変 性 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 処 理 中 に 基 板 の 表 面 か ら 導 電 材 料 を
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除 去 さ せ る こ と に 役 立 つ 。 例 え ば 、 銅 が 研 磨 プ ロ セ ス 中 に 除 去 さ れ る 場 合 に は 、 有 機 ポ リ
マ ー 粒 子 は 除 去 さ れ る 銅 を 結 合 す る よ う に 、 例 え ば 、 キ レ ー ト 化 剤 の よ う に 組 成 物 中 の 化
学 活 性 剤 に 加 え て 、 又 は 代 用 品 と し て 用 い ら れ る ア ミ ン 基 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト 基 、 ピ リ ジ
ン 基 、 ヒ ド ロ キ シ ド 基 、 銅 に 高 い 親 和 性 を 有 す る リ ガ ン ド 、 又 は そ の 組 合 せ を も つ よ う に
変 性 さ せ る こ と が で き る 。 銅 の よ う な 除 去 さ れ る 金 属 材 料 は 、 官 能 基 と 結 合 前 、 結 合 中 、
結 合 後 に ０ 、 １ 、 ２ の よ う な い か な る 酸 化 状 態 に も な り 得 る 。 官 能 基 は 、 処 理 中 に 基 板 表
面 上 に 生 成 さ れ る 金 属 材 料 を 結 合 す る と と も に 基 板 表 面 か ら 金 属 材 料 を 除 去 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 [0054]更 に 、 ポ リ マ ー 研 磨 剤 は 、 望 ま し い 化 学 的 性 質 を 有 す る 。 例 え ば 、 ポ リ マ ー 研 磨
剤 は 広 い pＨ 範 囲 に 対 し て 安 定 で あ り 、 お 互 い に 集 合 し よ う と し な い 。 こ の こ と は ポ リ マ
ー 研 磨 剤 が 組 成 物 中 の 界 面 活 性 剤 又 は 分 散 剤 が 減 少 し た 又 は 全 く な く 用 い ら れ る こ と を 可
能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 [0055]或 い は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た ポ リ マ ー 材 料 で 被 覆 さ れ た 無 機 粒 子 も ま た 研 磨 組
成 物 と と も に 用 い る こ と が で き る 。 組 成 物 中 に 用 い ら れ る 研 磨 剤 は 、 ポ リ マ ー 研 磨 剤 、 無
機 研 磨 剤 、 ポ リ マ ー 被 覆 無 機 研 磨 剤 の 組 合 せ で あ っ て も よ く 、 望 ま し い 研 磨 性 能 と 結 果 に
左 右 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 [0056]１ 種 以 上 の 酸 化 剤 は 、 基 板 表 面 か ら 導 電 材 料 の 除 去 或 い は 除 去 速 度 を 向 上 さ せ る
た め 本 明 細 書 で 用 い る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に 用 い ら れ る 酸 化 剤 は 、 一 般 的 に は 、 研 磨
さ れ る 基 板 の １ 又 は 複 数 の 層 か ら 電 子 を 受 け 取 り 、 材 料 の よ り 効 果 的 除 去 の た め そ の 上 の
材 料 を 酸 化 さ せ る 物 質 で あ る 。 例 え ば 、 酸 化 剤 が 金 属 層 を 対 応 す る 酸 化 物 又 は 水 酸 化 物 に
例 え ば 、 銅 を 酸 化 銅 に 酸 化 さ せ る の に 用 い る こ と が で き る 。 Ｃ u 1 + を 含 む 酸 化 さ れ た 既 存
の 銅 は Ｃ u 2 + イ オ ン の よ う に よ り 高 い 酸 化 状 態 へ 更 に 酸 化 さ れ こ と が で き る 。 こ れ は 次 に
キ レ ー ト 化 剤 と 反 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 [0057]酸 化 剤 は 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 ９ ０ 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例 え ば 、 約 ０ .１ ％ ～ 約 ２ ０ 容 量
又 は 重 量 ％ の 範 囲 に あ る 量 で 研 磨 組 成 物 中 に 存 在 し 得 る 。 研 磨 組 成 物 の 実 施 形 態 に お い て
は 、 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ ５ ％ の 過 酸 化 水 素 が 研 磨 組 成 物 中 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 [0058]適 切 な 酸 化 剤 の 例 と し て は 、 ペ ル オ キ シ 化 合 物 、 例 え ば 、 過 酸 化 水 素 と 尿 素 過 酸
化 水 素 、 ペ ル カ ー ボ ネ ー ト 、 及 び 、 例 え ば 、 ア ル キ ル ペ ル オ キ シ ド 、 環 状 又 は ア リ ー ル ペ
ル オ キ シ ド 、 ベ ン ゾ イ ル ペ ル オ キ シ ド 、 過 酢 酸 、 又 は ジ -ｔ -ブ チ ル ペ ル オ キ シ ド を 含 む 有
機 ペ ル オ キ シ ド を 含 む そ の 付 加 物 の よ う な ヒ ド ロ キ シ 基 に よ っ て 解 離 す る こ と が で き る 化
合 物 が 挙 げ ら れ る 。 一 過 硫 酸 塩 や 二 過 硫 酸 塩 の よ う な 硫 酸 塩 や 硫 酸 塩 誘 導 体 も 、 例 え ば 、
ペ ル オ キ シ 二 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 ペ ル オ キ シ 二 硫 酸 カ リ ウ ム 、 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 又 は
過 硫 酸 カ リ ウ ム を 含 め て 用 い る こ と が で き る 。 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム と 過 酸 化 ナ ト リ ウ ム の よ
う な 過 酸 化 化 合 物 の 塩 も ま た 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 [0059]酸 化 剤 も ま た 無 機 化 合 物 又 は 最 高 の 酸 化 状 態 に あ る 元 素 を 含 む 化 合 物 で 在 り う る
。 無 機 化 合 物 或 い は 最 高 の 酸 化 状 態 に あ る 元 素 を 含 む 化 合 物 の 例 と し て は 、 過 ヨ ウ 素 酸 、
過 ヨ ウ 素 酸 塩 、 過 臭 素 酸 、 過 臭 素 酸 塩 、 過 塩 素 酸 、 過 塩 素 酸 塩 、 過 ホ ウ 素 酸 、 硝 酸 塩 （ 硝
酸 セ リ ウ ム 、 硝 酸 鉄 、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム の よ う な ） 、 過 ホ ウ 素 塩 又 は と 過 マ ン ガ ン 酸 塩 が
挙 げ ら れ る が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 他 の 酸 化 剤 と し て は 臭 素 酸 塩 、 塩 素 酸 塩 、 ク ロ ム 酸
塩 、 ヨ ウ 素 酸 塩 、 ヨ ウ 素 酸 、 又 は 硝 酸 セ リ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム の よ う な セ リ ウ ム （ IＶ ） 化
合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 [0060]上 記 研 磨 組 成 物 の 残 部 、 即 ち 、 残 り の も の は 水 、 好 ま し く は 脱 イ オ ン 水 、 及 び 有
機 溶 媒 、 例 え ば 、 ア ル コ ー ル 又 は グ リ コ ー ル を 含 む 極 性 溶 媒 の よ う な 溶 媒 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 [0061]更 に 、 腐 食 防 止 剤 と 酸 化 剤 の よ う な 研 磨 組 成 物 の 成 分 の 量 と 種 類 を 制 御 す る こ と
に よ り 、 プ ロ セ ス の 望 ま し い 除 去 速 度 を 調 整 す る こ と に な り 得 る 。 例 え ば 、 少 量 の 腐 食 防
止 剤 は 腐 食 防 止 速 度 が 高 い 組 成 物 と 比 較 し て 除 去 速 度 を 増 加 さ せ る こ と に な り 、 少 量 の 酸
化 剤 は 酸 化 剤 組 成 物 の 多 い 組 成 物 に 比 較 し て 除 去 速 度 が 遅 く な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 [0062]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 研 磨 組 成 物 の 例 は 、 約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン と 、 約
２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 約 ０ .１ ％ ～ 約
３ 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例 え ば 、 約 ０ .４ ５ ％ の 過 酸 化 水 素 、 及 び /又 は 約 ０ .０ １ ％ ～ １ 重 量
％ 、 例 え ば 、 ０ .１ ５ 重 量 ％ の 研 磨 剤 粒 子 、 及 び 約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 を 含 ん で い る 。 組 成
物 の pＨ は 約 ５ で あ り 、 例 え ば 、 好 ま し い 範 囲 に ｐ Ｈ を 調 整 す る よ う に 水 酸 化 カ リ ウ ム を
更 に 含 む 組 成 物 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 研 磨 組 成 物 の 残 り は 脱 イ オ ン 水 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 [0063]或 い は 、 研 磨 組 成 物 は 基 板 表 面 の 研 磨 に お い て 研 磨 組 成 物 の 有 効 性 を 改 善 す る 抑
制 剤 、 促 進 剤 、 平 滑 化 剤 、 光 沢 剤 、 安 定 剤 、 お よ び ス ト リ ッ ピ ン グ 剤 を 含 む 電 解 液 添 加 剤
を 更 に 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 あ る 添 加 剤 は 金 属 原 子 の イ オ ン 化 速 度 を 低 減 さ せ る こ
と が で き 、 そ れ に よ っ て 溶 解 プ ロ セ ス を 阻 止 す る 。 こ れ に 対 し て 他 の 添 加 剤 は 仕 上 げ ら れ
た 光 沢 基 板 表 面 を 与 え る こ と が で き る 。 添 加 剤 は 約 １ ５ 重 量 又 は 容 量 ％ ま で の 濃 度 で 研 磨
組 成 物 中 に 存 在 す る こ と が で き 、 研 磨 後 の 望 ま し い 結 果 に 基 づ い て 変 化 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 [0064]例 え ば 、 １ 種 以 上 の 界 面 活 性 剤 を 研 磨 組 成 物 中 に 用 い る こ と が で き る 。 界 面 活 性
剤 は 、 金 属 や 金 属 イ オ ン 或 い は 処 理 中 に 生 成 さ れ た 副 産 物 の よ う な 材 料 の 溶 解 或 い は 材 料
の 溶 解 度 を 増 加 さ せ 、 研 磨 組 成 物 中 の 研 磨 剤 粒 子 の い か な る 潜 在 的 な 集 合 を も 低 下 さ せ 、
研 磨 組 成 物 の 成 分 の 化 学 安 定 性 を 向 上 さ せ る と と も に 分 解 を 低 減 さ せ る の に 用 い る こ と が
で き る 。 １ 種 以 上 の 界 面 活 性 剤 は 、 研 磨 組 成 物 の 約 ０ .０ ０ １ ％ ～ 約 １ ０ ％ の 濃 度 を 含 む
こ と が で き る 。 約 ０ .０ １ ％ ～ 約 2％ 、 例 え ば 、 約 ０ .１ ％ ～ 約 １ 容 量 又 は 重 量 ％ の 界 面 活
性 剤 の 濃 度 は 、 研 磨 組 成 物 の 一 実 施 形 態 に お い て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 [0065]１ 種 以 上 の 界 面 活 性 剤 は 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 又 は 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 、 陽
イ オ ン 界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 、 又 は 両 性 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の よ う な １ つ を 超 え る イ
オ ン 官 能 基 を 有 す る イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 む イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 む こ と が で き る 。
分 散 剤 は 、 界 面 活 性 剤 が 本 明 細 書 で 用 い ら れ る よ う な 界 面 活 性 剤 で あ る と 考 え ら れ る 。 ポ
リ マ ー 研 磨 剤 を 含 む 組 成 物 は 広 い pＨ の 範 囲 に わ た っ て 安 定 で あ り 、 お 互 い に 集 合 す る 蛍
光 が な い 。 こ の こ と は ポ リ マ ー 研 磨 剤 が 組 成 物 中 に 界 面 活 性 剤 が 少 し し か な い 或 い は 全 く
な い 或 い は 分 散 剤 が 全 く な 用 い ら れ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 [0066]添 加 剤 の 他 の 例 は 、 基 板 表 面 上 の 溶 解 電 流 を 抑 制 す る 添 加 剤 と し て 本 明 細 書 に 広
く 定 義 さ れ る １ 種 以 上 の 平 滑 化 剤 を 含 む 。 平 滑 化 剤 は 導 電 材 料 に 付 着 さ せ 、 電 極 と 導 電 材
料 の 間 の 電 気 化 学 的 反 応 を 阻 止 す る こ と に よ っ て 溶 解 電 流 を 抑 制 し 、 及 び /又 は 電 気 化 学
的 反 応 を 制 限 す る 減 極 剤 を 形 成 す る 。 約 ０ .０ ０ ５ ％ ～ 約 １ ０ 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例 え ば 、
約 ０ .０ ５ ％ ～ ２ 容 量 又 は 重 量 ％ の 平 滑 化 剤 の 濃 度 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 [0067]平 滑 化 剤 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル や ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 誘 導 体 が
含 ま れ る が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る プ ロ セ ス で 用 い る こ と が で き る
他 の 平 滑 化 剤 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン イ ミ ン 、 ポ リ グ リ シ ン 、 ２ -ア ミ ノ -1-ナ フ タ レ ン ス
ル ホ ン 酸 、 ３ -ア ミ ノ -１ -プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 、 ４ -ア ミ ノ ト ル エ ン -２ -ス ル ホ ン 酸 を 含 む
ポ リ ア ミ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ イ ミ ド の よ う な 電 気 め っ き 技 術 に お い て 用 い ら れ る い か な
る も の も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 [0068]研 磨 組 成 物 の 導 電 性 を 低 減 す る 電 気 的 抵 抗 添 加 剤 の よ う な サ プ レ ッ サ が 組 成 物 の
約 ０ .０ ０ ５ ％ ～ 約 ２ 容 量 又 は 重 量 ％ の 量 で 組 成 物 に 添 加 さ れ て も よ い 。 サ プ レ ッ サ と し
て は 、 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ポ リ マ ー 、 ポ リ カ ル ボ キ シ レ ー ト ポ リ マ ー 、
コ コ ナ ツ ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ド 、 オ レ イ ン ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ド 、 エ タ ノ ー ル ア ミ ド 誘 導 体 、
又 は そ の 組 合 せ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 [0069]１ 種 以 上 の 安 定 剤 は 、 組 成 物 の 安 定 性 に 測 定 可 能 な 改 善 を 与 え る の に 十 分 な 量 で
存 在 す る こ と が で き る 。 １ 種 以 上 の 安 定 剤 は 約 １ ０ ０ ppm～ 約 ５ .０ 重 量 ％ (wt.％ )の 範 囲
に あ る 量 で 存 在 す る こ と が で き る 。 好 ま し い 安 定 剤 の 限 定 さ れ な い 例 と し て は 、 ア ミ ノ ト
リ (メ チ レ ン ホ ス ホ ン ） 酸 、 1－ ヒ ド ロ キ シ エ チ リ デ ン -４ -ジ ホ ス ホ ン 酸 、 ヘ キ サ メ チ レ ン
ジ ア ミ ン テ ト ラ メ チ レ ン リ ン 酸 、 又 は ジ エ チ レ ン テ ト ラ ミ ン ペ ン タ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 、
又 は そ の 誘 導 体 塩 が 含 ま れ る が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 [0070]促 進 剤 は 、 研 磨 組 成 物 に 含 む こ と が で き る 添 加 剤 の 他 の 例 で あ る 。 促 進 剤 は 、 金
属 除 去 を 増 加 さ せ る よ う に 基 板 表 面 上 に 配 置 さ れ た 金 属 の 電 気 化 学 反 応 を 増 大 さ せ る 。 組
成 物 は 、 約 ０ .１ ～ 約 １ の 容 量 又 は 重 量 ％ 、 例 え ば 約 ０ .２ ５ ～ 約 ０ .８ の 容 量 ま た は 重 量
％ の 濃 度 で １ 種 以 上 の 促 進 剤 を 含 む こ と が で き る 。 促 進 剤 は 、 亜 硫 酸 ま た は 二 硫 酸 塩 の よ
う な 硫 黄 含 有 化 合 物 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 [0071]研 磨 組 成 物 へ の 添 加 剤 の 例 は 、 更 に 、 ２ ０ ０ ２ 年 ５ 月 ７ 日 出 願 の 米 国 特 許 出 願 第
１ ０ /１ ４ １ ,４ ５ ９ 号 に よ り 十 分 に 記 載 さ れ 、 こ の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 請 求 さ れ る 態 様
及 び 開 示 と 矛 盾 し な い 範 囲 で 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 [0072]本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 研 磨 組 成 物 で 処 理 さ れ る 基 板 は 皿 状 化 、 浸 食 （ 金 属 特 徴 部
を 取 り 囲 ん で い る 誘 電 材 料 の 除 去 ） 、 引 っ か き 傷 の よ う な よ り 少 な い 表 面 欠 陥 と 改 善 さ れ
た 平 面 を 含 む 表 面 仕 上 げ を 改 善 し た こ と が 観 察 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　
　 [0073]電 力 は 導 電 材 料 を 除 去 す る よ う に 電 極 と 基 板 の 間 に 電 位 差 を 与 え る こ と に よ っ て
、 上 記 容 器 ２ ０ ０ の よ う な プ ロ セ ス 装 置 内 に 導 電 材 料 層 が そ の 上 に 形 成 さ れ た 基 板 に 供 給
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 [0074]研 磨 プ ロ セ ス の 例 に お い て は 、 基 板 ２ ０ ８ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 平 坦 化 プ ロ
セ ス に 用 い ら れ る 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ 内 に 配 置 さ れ る 。 研 磨 ヘ ッ ド ２ ０ ２ は 、 電 気 化 学 的 に
ま た 機 械 的 に 研 磨 さ れ る 基 板 表 面 に 、 約 ０ .０ １ psi～ 約 １ psi、 例 え ば 、 約 ０ .１ psi～ 約
０ .５ psiの 範 囲 で 圧 力 を 与 え る た め に 研 磨 パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ に 接 触 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 [0075]研 磨 パ ッ ド ア セ ン ブ リ ２ ２ ２ は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 電 解 液 を 含 む ベ ー ス ン 内
に 配 置 さ れ る 。 基 板 ２ ０ ８ は 、 研 磨 組 成 物 に さ ら さ れ 、 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ と 電 気 的 に 接 触
さ れ る 。 電 源 ２ ２ ４ か ら の 電 位 差 は 、 次 に 基 板 ２ ０ ８ と 導 電 パ ッ ド ２ ０ ３ の 間 に 与 え ら れ
る 。 電 位 差 は 、 一 般 的 に は 約 ３ ０ ０ mmま で 、 例 え ば 、 ２ ０ ０ mmの 基 板 に 対 し て 約 ０ .０ １
～ 約 ４ ０ ミ リ ア ン ペ ア /cm 2 の 基 板 の 処 理 を 含 む よ う に １ ０ ０ ミ リ ア ン ペ ア /cm 2 ま で の 電 流
密 度 で 基 板 の 表 面 か ら 導 電 材 料 の ア ノ ー ド 溶 解 を 与 え る よ う に か け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 [0076]電 位 差 は 基 板 表 面 か ら 材 料 を 除 去 す る の に 使 用 者 の 要 求 に 応 じ て 電 力 と 供 給 が 変
化 し て も よ い 。 電 位 差 は 、 ま た 、 電 気 パ ル ス 変 調 技 術 に よ っ て も 与 え ら れ 、 そ れ は ２ ０ ０
２ 年 ４ 月 ２ ２ 日 出 願 の “ 電 気 化 学 的 機 械 平 坦 化 の た め の 方 法 及 び 装 置 “ と 称 す る 同 時 係 属
米 国 特 許 出 願 番 号 第 ６ ,３ ７ ９ ,２ ２ ３ 号 に 記 載 さ れ る よ う に 、 第 一 時 間 周 期 に 対 し て 一 定
の 電 流 密 度 或 い は 電 圧 を 与 え 、 次 に 第 二 時 間 周 期 に 対 し て 一 定 の 逆 の 電 流 密 度 或 い は 電 圧
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を 与 え 、 第 一 ス テ ッ プ と 第 二 ス テ ッ プ を 繰 り 返 す も の で あ り 、 そ の 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に
主 張 さ れ る 態 様 及 び 開 示 と 一 致 す る 程 度 ま で 本 明 細 書 に 援 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 [0077]電 位 差 は 、 一 般 的 に は 、 約 １ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム /分 ～ １ ５ ,０ ０ ０ オ ン グ ス ト
ロ ー ム /分 よ う な 約 １ ５ ,０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム /分 の 速 度 で 銅 含 有 材 料 を 除 去 す る よ う
に 研 磨 組 成 物 に さ ら さ れ た 基 板 表 面 に 与 え ら れ る 。 除 去 さ れ る 銅 の 材 料 が 5,000オ ン グ ス
ト ロ ー ム 未 満 の 厚 さ で あ る 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 電 圧 は 約 １ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ
ー ム /分 ～ 約 ５ ,０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム /分 の 間 の 除 去 速 度 を 与 え る よ う に 供 給 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 [0078]基 板 は 、 典 型 的 に は 研 磨 組 成 物 と そ の 上 に 配 置 さ れ た 材 料 の 少 な く と も 一 部 又 は
全 部 を 除 去 す る の に 十 分 な 時 間 研 磨 組 成 物 と 電 力 供 給 に さ ら さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 [0079]基 板 を 平 坦 化 す る た め の 正 確 な メ カ ニ ズ ム は 不 明 で あ る が 、 平 坦 化 処 理 は 以 下 の
よ う で あ る と 考 え ら れ る 。 基 板 の 表 面 を 化 学 的 に 及 び /又 は 電 気 的 に 絶 縁 す る 不 働 態 化 層
が 、 基 板 表 面 を 腐 食 防 止 剤 、 又 は 除 去 さ れ る 材 料 と 不 働 態 化 膜 又 は 絶 縁 膜 を 形 成 す る こ と
が で き る 他 の 材 料 、 例 え ば 、 酸 化 層 を 形 成 し 得 る 酸 化 剤 、 及 び /又 は キ レ ー ト 化 層 を 形 成
し 得 る キ レ ー ト 化 剤 に さ ら す こ と か ら 形 成 さ れ る 。 電 位 差 は 導 電 材 料 の 除 去 の た め に 或 い
は ア ノ ー ド 溶 解 に よ っ て 基 板 表 面 か ら 銅 含 有 材 料 の よ う な 導 電 材 料 の 除 去 を 向 上 さ せ る た
め に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 [0080]不 働 態 化 層 は ア ノ ー ド 溶 解 の た め の 電 流 を 絶 縁 又 は 抑 制 し 、 機 械 的 研 磨 は 、 透 過
性 デ ィ ス ク と 基 板 と の 間 の 接 触 領 域 か ら 、 例 え ば 、 下 に あ る 層 の 過 剰 な 堆 積 又 は ト ポ グ ラ
フ ィ か ら 基 板 表 面 上 に 形 成 さ れ る 突 起 か ら 不 働 態 化 層 を 除 去 す る と と も に 下 に あ る 銅 含 有
材 料 に さ ら す よ う に 基 板 と 透 過 性 デ ィ ス ク と の 間 に 与 え ら れ る 。 不 働 態 化 層 は 基 板 表 面 の
溝 又 は 谷 部 の よ う に 最 小 の 或 い は 接 触 の な い 領 域 に 保 持 さ れ る 。 露 出 さ れ た 銅 含 有 材 料 は
、 次 に 電 気 的 に 電 解 液 に 接 続 さ れ 、 ア ノ ー ド 溶 解 に よ っ て 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 [0081]不 働 態 化 層 を 谷 部 に 保 持 し つ つ 与 え ら れ た 電 位 差 の 下 で 研 磨 対 象 物 、 例 え ば 、 導
電 パ ッ ド ２ ０ ３ と の 接 触 に よ り 突 起 か ら 不 働 態 化 層 を 選 択 的 に 除 去 す る こ と は 、 溶 解 の 増
大 及 び /又 は 不 働 態 化 層 の 下 に あ る 導 電 材 料 の 除 去 に 関 連 し て 基 板 表 面 の 不 働 態 化 の な い
部 分 か ら 過 剰 な 銅 含 有 材 料 の 除 去 を 可 能 に す る 。 溶 解 の 増 大 と そ の 上 に 形 成 さ れ た 不 働 態
化 層 の な い 銅 含 有 材 料 の 除 去 は 、 そ の 上 に 形 成 さ れ た 谷 部 に 比 較 し て 基 板 表 面 上 に 形 成 さ
れ た 突 起 の 低 減 の 増 大 を 可 能 に し 、 そ の 結 果 、 基 板 表 面 の 平 坦 化 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 [0082]更 に 、 研 磨 と ア ノ ー ド 溶 解 に よ っ て 材 料 を 除 去 す る こ と は 従 来 の 研 磨 よ り 低 い 研
磨 圧 （ 即 ち 、 約 ２ psi以 下 ） で 基 板 表 面 が 平 坦 化 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 よ り 低 い 研 磨
圧 は 、 こ の 処 理 を 研 磨 か ら の 変 形 と 欠 陥 形 成 が 低 減 さ れ た 或 い は 最 小 で 、 低 ｋ 誘 電 率 材 料
を 研 磨 す る よ う に 基 板 と 研 磨 パ ッ ド の 間 の 接 触 圧 に 敏 感 な 基 板 表 面 を 平 坦 化 す る の に 適 し
た も の に す る 、 よ り 小 さ い せ ん 断 力 と 摩 擦 力 に 対 応 し て い る 。 更 に 、 よ り 小 さ い せ ん 断 力
と 摩 擦 力 は 、 研 磨 中 皿 状 化 と 引 っ か き 傷 の よ う な ト ポ グ ラ フ ィ 欠 陥 形 成 を 低 減 又 は 最 小 化
す る よ う に 観 察 さ れ た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 [0083]次 の 制 限 さ れ な い 実 施 例 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る た め 示 さ
れ る 。 し か し な が ら 、 実 施 例 は 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 を す べ て 含 む こ と を 意
図 し た も の で な く 、 ま た 限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で も な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　
　 [0084]銅 メ ッ キ さ れ た ウ エ ハ を 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ の Ａ pplied Ｍ aterial
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s社 か ら 入 手 可 能 な Ｒ eflection(登 録 商 標 )シ ス テ ム に つ い て 改 変 し た セ ル 内 に 下 記 研 磨 組
成 物 を 用 い て 研 磨 し 平 坦 化 し た 。
約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 ；
約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン ；
約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム ；
約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル ；
約 ２ ％ ～ 約 ６ ％ の 約 ５ の pＨ を 与 え る 水 酸 化 カ リ ウ ム ；
約 ０ .４ ５ 容 量 ％ の 過 酸 化 水 素 ；
脱 イ オ ン 水 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　
　 [0085]銅 メ ッ キ さ れ た ウ エ ハ を 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ の ア プ ラ イ ド マ テ リ ア
ル ズ 社 か ら 入 手 可 能 な Reflection(登 録 商 標 )シ ス テ ム に つ い て 改 変 し た セ ル 内 に 下 記 研 磨
組 成 物 を 用 い て 研 磨 し 平 坦 化 し た 。
約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 ；
約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン ；
約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム ；
約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル ；
約 ２ ％ ～ 約 ６ ％ の 約 ５ の pＨ を 与 え る 水 酸 化 カ リ ウ ム ；
約 ０ .４ ５ 容 量 ％ の 過 酸 化 水 素 ；
約 ０ .１ ５ 重 量 ％ の シ リ カ (Ｓ iＯ 2 )研 磨 剤 粒 子 ；
脱 イ オ ン 水 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　
　 [0086]銅 メ ッ キ さ れ た を カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ の Ａ pplied Ｍ aterials社 か ら
入 手 可 能 な Reflection(登 録 商 標 )シ ス テ ム に つ い て 改 変 し た セ ル 内 に 下 記 研 磨 組 成 物 を 用
い て 研 磨 し 平 坦 化 し た 。
約 ６ 容 量 ％ の リ ン 酸 ；
約 ２ 容 量 ％ の エ チ レ ン ジ ア ミ ン ；
約 ２ 重 量 ％ の ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム ；
約 ０ .３ 重 量 ％ の ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル ；
約 ２ ％ ～ 約 ６ ％ の pＨ 約 ６ を 与 え る 水 酸 化 カ リ ウ ム ；
約 ０ .１ 重 量 ％ の シ リ カ (Ｓ iＯ 2 )研 磨 剤 粒 子 ；
脱 イ オ ン 水 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 [0087]上 記 は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 関 す る が 、 本 発 明 の 更 に 多 く の 実 施 形 態 が そ の 基 本 的
範 囲 か ら 離 れ る こ と な く 工 夫 さ れ 、 そ の 範 囲 は 続 く 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 研 磨 プ ロ セ ス ス テ ー シ ョ ン の 一 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　
２ ０ ０ … プ ロ セ ス セ ル 、 ２ ０ ２ … 研 磨 ヘ ッ ド 、 ２ ０ ３ … 導 電 パ ッ ド 、 ２ ０ ４ … ベ ー ス ン 、
２ ０ ６ … ベ ー ス 、 ２ ０ ７ … バ ッ キ ン グ 、 ２ ０ ８ … 基 板 、 ２ ０ ９ … 電 極 、 ２ １ ０ … 駆 動 シ ス
テ ム 、 ２ １ ４ … ハ ウ ジ ン グ 、 ２ １ ６ … ブ ラ ッ ダ 、 ２ １ ８ … ポ ー ト 、 ２ ２ ０ … バ ル ブ 、 ２ ２
２ … パ ッ ド ア セ ン ブ リ 、 ２ ２ ３ Ａ 、 Ｂ … 電 線 、 ２ ２ ４ … 電 源 、 ２ ２ ６ … ス リ ッ プ リ ン グ 、
２ ２ ８ … キ ャ ッ チ ベ ー ス ン 、 ２ ３ ０ … 出 口 、 ２ ３ ２ … 分 配 シ ス テ ム 、 ２ ３ ４ … 軸 受 、 ２ ３
６ … 駆 動 シ ス テ ム 、 ２ ３ ８ … 保 持 リ ン グ 、 ２ ４ ２ … 研 磨 組 成 物 供 給 源 、 ２ ４ ４ … 底 部 、 ２
４ ６ … 側 壁 、 ２ ５ ０ … コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ デ バ イ ス 、 ２ ５ ２ … ア ー ム 、 ２ ５ ６ … シ ャ フ ト
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実 施 例 ２ ：

実 施 例 ３ ：



、 ２ ５ ８ … コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 素 子 。

【 図 １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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